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昨
年
秋
、
日
本
を
お
と
ず
れ
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
、
ニ
ー
タ

ム
博
士
と
魯
桂
博
士
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
隆
史
学
雑
誌
八
巻
二
号
に
興

味
ぶ
か
い
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
言
且
旨
ゆ
く
昌
冒
①
冨
国
目
旨
吻
旦

員
白
色
昼
、
席
Ｈ
ｏ
匙
冒
Ｈ
日
Ｃ
ロ
①
晩
・
と
題
す
る
も
の
で
、
「
本
草
綱
ｕ
」

人
部
巻
第
五
十
二
の
薬
物
『
秋
石
』
の
実
体
が
、
尿
か
ら
精
製
し

た
、
か
な
り
純
度
の
た
か
い
性
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
こ
と
を
、
叫
快
に

論
断
さ
れ
た
。
岡
博
士
は
「
本
草
綱
Ｈ
」
所
引
の
文
献
を
者
証
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ホ
ル
モ
ン
剤
が
、
す
で
に
北
宋
末
に
は
存
在

し
た
と
推
定
し
た
。
実
は
、
こ
の
推
定
を
う
ら
ず
け
る
資
料
と
し
て

「
聖
剤
総
録
」
巻
第
一
百
八
十
五
の
秋
石
万
の
記
事
を
は
じ
め
と
し

て
、
追
加
す
べ
き
若
干
の
記
録
が
あ
る
。
な
か
で
も
、
も
つ
と
も
興

味
あ
る
記
載
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
沈
括
の
「
蘇
沈
良
方
」
を
、
あ
げ

一
○
六
一
年
に
沈
括
が
製
造
し
た
性
ホ

ル
モ
ン
剤
に
つ
い
て

第
六
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
一
般
発
表
要
旨

宮
下
三
郎

る
こ
と
が
で
き
る
と
お
も
う
。
沈
括
（
一
○
三
一
’
九
五
）
は
湘
江

の
人
、
敵
の
遼
に
お
も
む
き
外
交
交
渉
に
成
功
し
て
、
三
司
使
（
大

蔵
大
僅
）
に
な
っ
た
北
宋
の
商
級
官
吏
で
あ
る
。
彼
は
一
○
六
三
年

の
進
士
（
刑
文
合
格
省
）
で
あ
る
が
、
こ
の
二
年
ま
え
三
十
一
才
の

と
き
、
安
徽
の
宜
城
で
二
極
の
ホ
ル
モ
ン
剤
を
つ
く
っ
た
。
い
ず
れ

も
、
沈
括
の
独
創
で
は
な
く
、
追
試
し
て
成
功
を
お
さ
め
た
の
で
あ

る
。
一
つ
は
人
の
尿
に
層
莱
を
く
わ
え
、
蛋
白
と
と
も
に
ス
テ
ロ
イ

ド
・
ホ
ル
モ
ン
を
沈
澱
さ
せ
、
こ
れ
を
幾
度
も
水
洗
し
、
最
後
に
折

出
乾
燥
す
る
方
法
（
陰
錬
方
）
で
あ
る
。
他
は
熱
湯
浸
出
し
て
か
ら

昇
華
す
る
法
（
陽
錬
方
）
で
、
熱
湯
浸
出
の
操
作
に
よ
っ
て
、
女
性

ホ
ル
モ
ン
を
除
去
し
て
お
り
、
肋
者
と
比
較
し
て
男
性
ホ
ル
モ
ン
の

含
有
錐
が
、
た
か
い
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
用
法
に
つ
い
て
も
『
此

薬
不
但
治
疾
。
可
以
常
服
。
有
功
無
毒
。
』
と
、
い
わ
ゆ
る
保
健
薬

的
な
服
用
法
を
、
す
す
め
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。（

京
大
・
人
文
）

！
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我
が
国
に
お
け
る
麻
酔
史
や
、
救
急
蘇
生
法
史
に
関
す
る
研
究
は

少
な
い
。
特
に
救
急
蘇
生
法
は
、
そ
の
性
質
か
ら
し
て
医
術
の
岐
初

の
も
の
で
あ
り
、
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

演
者
ら
は
我
が
刑
の
救
急
蘇
生
法
の
歩
象
の
一
部
を
古
耆
に
よ
り

明
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
報
倍
す
る
。

一
、
品
占
の
救
急
法
の
苫
は
一
○
八
一
年
（
永
保
元
年
）
成
立
の

「
医
陥
抄
」
で
、
粁
附
医
三
十
川
部
の
巾
か
ら
救
急
法
に
閲
し
抜
抄

し
た
も
の
で
、
五
十
一
の
部
門
か
ら
な
る
が
、
漢
薬
か
主
で
現
在
の

救
急
法
に
比
較
し
て
興
味
が
薄
い
。

た
だ
八
八
四
年
前
の
救
急
法
の
一
端
を
知
る
上
で
の
意
義
と
塊
存

す
る
も
の
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
打
年
）
即
ち
初
版
よ
り
七
一
四

年
後
に
再
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
災
期
側
に
亘
り
、
当
時
の

代
表
的
救
急
僻
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
象
な
ら
ず
、
け
だ
し
蝿

異
的
な
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

我
が
国
に
お
け
る
救
急
蘇
生
法
の
歩
み

に
つ
い
て

武谷

冊津

三
雄

充
弘

そ
し
て
、
こ
の
「
医
略
抄
」
で
始
っ
た
我
が
脚
の
救
急
法
は
、

「
群
救
類
方
」
（
一
七
二
九
）
、
「
鵬
忠
済
急
方
」
（
一
七
九
○
）

「
救
急
選
万
」
（
一
八
○
一
）
「
救
急
抽
万
」
（
一
八
五
三
）
「
救

急
搬
要
方
」
（
一
八
五
七
）
、
「
外
療
一
般
」
（
一
八
六
六
）
「
民
間

救
急
維
法
」
（
一
八
六
九
）
「
咲
帥
の
来
る
迄
（
一
名
救
急
法
）
」

（
一
八
七
四
）
「
普
通
救
急
法
」
ｃ
八
八
七
）
、
「
通
俗
遭
難
救
療

法
」
（
一
八
九
三
）
、
Ⅱ
赤
の
「
通
俗
救
急
処
悩
」
（
一
八
九
三
）
、

「
戦
時
平
時
救
急
看
護
法
」
（
一
八
九
五
）
「
救
急
治
擁
」
（
一
八

八
○
）
な
ど
を
経
て
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
渡
辺
房
吉
著

「
臨
床
救
急
療
法
」
の
七
六
○
頁
の
大
冊
に
よ
り
、
我
が
国
の
戦
前

に
お
け
る
救
急
旅
法
は
一
応
完
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
年
代
別
に
救
急
法
の
概
要
を
報
術
し
た
い
。

尚
、
古
井
を
沈
む
に
『
兀
絶
死
』
を
取
り
扱
っ
た
救
急
法
が
多

い
。
特
に
今
川
は
、
こ
れ
ら
『
五
絶
死
』
、
に
関
係
深
い
呼
吸
蘇
生

法
の
時
代
的
推
移
に
つ
い
て
も
併
せ
報
倍
し
た
い
。
（
Ⅱ
大
・
歯
学
）

禅
僧
鈴
木
正
三
の
唱
え
た
医
師
の
倫
理
観

杉
川
叩
道

し
ょ
う
さ
ん

鈴
木
止
三
と
い
う
人
は
、
ｎ
本
仏
教
史
上
に
お
い
て
殆
ど
存
在
を

口
’

1
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越
後
田
十
日
町
（
現
在
新
潟
県
十
日
町
市
）
に
承
応
年
間
初
代
服

部
三
吉
良
よ
り
現
今
の
服
那
博
に
至
る
十
代
に
わ
た
る
歴
世
医
を
業

と
し
、
そ
の
間
繁
栄
し
、
時
に
数
奇
の
連
命
を
た
ど
っ
た
同
家
に
つ

い
て
略
述
す
る
。

認
め
ら
れ
て
い
な
い
仏
教
者
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
れ
の
唱

え
た
仏
教
の
う
ち
に
、
種
々
注
Ｈ
す
べ
き
近
代
的
性
格
を
見
出
す
の

で
あ
る
。
か
れ
は
三
河
武
士
の
川
身
で
あ
る
。
天
正
七
年
に
三
河
国

東
加
茂
郡
則
定
郷
で
松
平
家
他
た
る
鈴
木
氏
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ

た
。
通
称
を
九
太
夫
と
い
う
。
放
本
と
し
て
重
要
な
人
で
あ
っ
た

が
、
元
和
六
年
に
四
参
才
で
出
家
し
た
。
か
れ
の
思
想
全
体
を
通
じ

て
認
め
ら
れ
る
著
し
い
特
色
は
、
か
れ
の
横
溢
せ
る
批
判
的
精
神
で

あ
る
。
と
く
に
大
規
模
な
職
業
倫
即
術
を
展
開
し
た
こ
と
は
特
筆
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
川
は
わ
れ
わ
れ
に
蚊
も
関
係
あ
る
医
師
の
恥

業
倫
理
を
ど
の
よ
う
に
隅
え
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
、
い
さ

さ
か
述
べ
て
象
た
い
。
（
横
祇
市
大
・
公
衆
衞
小
）

十
日
町
の
名
医
服
部
家

’

Ｔ
Ｉ
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1 1
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一

郎

二
代
長
吉
良
は
天
和
元
年
生
れ
、
次
い
で
そ
の
子
乗
山
が
三
代
と

な
り
、
そ
の
子
泰
庵
が
町
代
目
と
な
る
が
、
泰
庵
が
同
家
歴
代
中
、

学
業
・
行
動
最
も
顕
著
で
あ
っ
た
。

服
部
泰
庵
は
、
講
は
元
仙
、
字
は
松
郷
、
積
翠
堂
と
号
し
、
ま
た

大
衡
道
人
、
黙
仙
と
も
号
し
た
が
、
一
般
に
泰
旅
が
行
わ
れ
た
。
幼

少
時
代
は
専
ら
関
口
雪
翁
に
学
び
、
寛
政
の
初
め
に
江
戸
に
遊
学
、

時
の
幕
府
の
一
侍
医
兼
医
学
教
諭
の
吉
田
快
庵
の
川
に
入
り
修
学
数

年
、
大
に
進
渉
し
去
っ
て
東
北
地
方
を
巡
歴
し
、
つ
い
に
エ
ゾ
（
現

今
の
北
海
道
）
に
渡
っ
て
松
前
奉
行
に
仕
え
、
宗
芥
の
極
地
に
在
る

こ
と
四
年
、
後
州
郷
し
、
弟
道
斎
と
共
に
父
業
を
助
け
た
。
こ
の
間

「
傷
寒
論
」
の
正
文
を
検
討
し
た
「
医
聖
心
印
経
」
十
三
冊
及
「
服

家
怠
教
」
一
冊
を
著
作
し
、
「
意
教
」
は
板
行
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
特
筆
す
る
こ
と
は
、
そ
の
当
時
こ
の
地
で
抗
争

を
継
続
さ
れ
て
い
た
、
増
産
十
ｎ
町
織
物
の
問
屋
業
と
地
方
農
民
と

の
利
害
川
題
と
、
更
に
米
殻
の
事
情
も
か
ら
象
深
刻
な
様
相
を
呈
し

た
。
泰
庵
は
性
来
の
一
本
気
な
る
、
直
情
律
行
か
ら
坐
視
に
忍
び

ず
、
遂
に
奇
策
を
樹
て
、
百
姓
一
撹
を
企
て
た
が
、
成
ら
ず
し
て
発

覚
、
捕
え
ら
れ
て
遂
に
郷
皿
を
追
れ
た
。
そ
こ
で
、
頃
あ
こ
が
れ
の

神
部
伊
勢
の
山
川
に
孫
達
と
移
り
住
み
、
天
保
四
年
四
月
十
七
日
こ

の
地
に
罫
死
し
た
。
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弟
道
斎
は
、
父
祖
の
業
を
継
承
し
五
代
と
な
っ
た
が
、
少
年
時
代

に
出
府
し
、
吉
川
快
庵
に
師
事
し
、
次
い
で
幕
府
の
医
学
館
に
入

り
、
外
科
は
桂
川
甫
周
、
産
科
を
賀
川
玄
悦
に
学
び
、
後
京
都
に
出

て
吉
益
南
涯
に
就
学
、
業
成
っ
て
大
和
に
開
業
し
た
。
や
が
て
四
国

九
州
に
漫
遊
し
、
至
る
と
こ
ろ
の
名
家
を
歴
訪
し
て
病
理
を
究
め
、

奇
方
を
探
り
帰
国
し
て
「
漫
遊
探
奇
方
法
」
七
巻
を
著
す
。
文
化
四

年
九
月
七
日
病
篤
く
生
地
に
て
翌
す
。
道
斎
体
躯
偉
大
、
経
史
に
通

じ
ま
た
詩
文
を
善
く
し
、
交
友
に
は
一
代
の
名
流
が
多
か
っ
た
。

次
い
で
六
代
淳
庵
、
七
代
藪
軒
（
最
も
泰
庵
に
似
る
）
八
代
祥

山
、
九
代
貞
造
を
径
て
十
代
当
主
服
部
博
氏
で
あ
る
が
、
祖
先
の
業

は
弟
童
氏
が
継
続
し
て
い
る
。
（
埼
玉
・
深
谷
巾
・
薬
学
）

Ｈ
本
間
玄
調
の
歯
科
（
口
腔
）
外
科

我
が
国
の
歯
科
医
学
分
科
史
に
つ
い
て

㈲
本
間
玄
調
の
歯
科
（
口
腔
）
外
科

口
名
古
臆
玄
医
の
歯
ｕ
科

I
谷鈴

津水

三

雄勝

本
邦
に
お
け
る
歯
科
医
学
史
に
関
す
る
著
書
は
、
極
め
て
少
な

く
、
川
上
為
次
郎
（
鯛
科
医
学
史
、
鯛
科
医
学
史
提
要
）
、
山
崎
清

（
歯
科
医
学
史
）
山
川
平
太
（
日
木
歯
科
文
化
史
、
Ⅱ
本
歯
口
科

史
）
ら
三
氏
の
著
書
を
黙
る
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
川
本
に
お
け
る
陶
科
医
学
史
に
つ
い
て
の
記
述

は
山
川
氏
の
著
書
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

一
方
、
現
在
の
閑
科
医
学
の
臨
床
は
、
歯
科
保
存
治
僚
学
、
歯
科

袖
綴
学
、
口
腔
外
科
学
、
歯
科
端
正
学
、
歯
科
放
射
線
学
、
小
児
歯

科
学
、
歯
周
捕
学
な
ど
に
分
科
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
一
般
医
学
の

内
科
史
や
外
科
史
、
産
科
史
の
よ
う
な
分
科
史
の
川
究
と
あ
い
ま
っ

て
Ⅲ
本
歯
科
医
学
史
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
分
科
史
（
附
科
治
旅
史
、

歯
科
補
綴
史
、
歯
科
放
射
線
史
、
ｎ
腔
外
科
史
、
な
ど
）
に
つ
い
て

し
ら
べ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

前
記
川
川
平
太
氏
の
著
耆
は
、
主
と
し
て
兼
座
流
や
親
服
流
で
代

表
さ
れ
る
Ｈ
本
の
歯
、
科
治
捺
史
を
、
ま
た
、
木
製
義
鯛
や
楊
枝
、

況
附
な
ど
の
燗
科
袖
綴
史
、
典
は
、
歯
科
社
会
史
等
に
つ
い
て
極
め

て
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
口
腔
外
科
史
に
つ
い
て
は

歯
を
結
紮
し
て
索
引
す
る
法
や
、
歯
落
薬
を
数
日
つ
け
て
歯
を
揺
が

せ
た
後
、
鉗
を
も
っ
て
抜
く
法
な
ど
わ
ず
か
に
紀
戦
さ
れ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
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そ
れ
は
思
う
に
、
口
腔
外
科
た
る
領
域
は
、
現
在
に
お
い
て
も
外

科
、
耳
鼻
科
、
歯
科
な
ど
の
境
界
領
域
に
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

お
そ
ら
く
昔
も
同
じ
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
本
道
か
ら
わ
か
れ
、
薬

物
瞭
法
を
行
っ
た
歯
科
Ⅸ
よ
り
も
む
し
ろ
一
般
医
（
特
に
瘍
恢
）
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
が
多
く
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
口
腔
外
科
史
を
し
ら
べ
る
に
は
従
来
の
歯
科
、
中
耆

（
兼
康
流
、
親
康
流
な
ど
）
の
象
な
ら
ず
、
外
科
（
瘍
科
）
吾
に
よ

り
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
多
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
以
上

の
見
地
か
ら
今
川
演
者
ら
は
歯
科
咲
学
史
の
分
科
史
の
第
一
州
と
し

て
の
口
院
外
科
史
を
本
川
玄
調
著
「
揚
科
秘
録
」
正
、
続
十
五
冊
の

中
か
ら
歯
科
（
口
腔
）
外
科
に
関
す
る
内
容
の
も
の
を
選
び
、
更
に

こ
れ
ら
記
載
を
現
在
の
口
腔
外
科
と
比
較
し
つ
つ
若
干
の
考
察
を
試

巍
て
象
た
い
と
思
う
。

ロ
名
古
屋
玄
医
の
歯
口
科
に
つ
い
て

歯
、
科
と
い
え
ば
、
兼
旗
流
か
、
粗
服
流
の
い
ず
れ
か
の
流
れ
を

く
ん
で
い
る
が
、
周
知
の
如
く
兼
服
流
と
は
丹
波
兼
康
の
口
巾
擁
法

を
継
承
し
た
も
の
、
親
康
流
と
は
兼
康
か
ら
五
世
親
康
と
そ
の
長
男

宗
康
の
口
中
療
法
と
伝
え
た
も
の
を
い
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
歯
口
科
は
江
戸
時
代
に
は
専
業
と
す
る
口
中
科
医

が
咽
え
、
兼
康
流
や
親
康
流
の
他
に
、
Ⅲ
中
一
安
伝
、
艸
根
祐
碩

伝
、
酒
井
玄
橘
伝
、
小
林
良
仲
伝
、
二
寓
献
伝
、
津
田
長
安
伝
、
水

上
光
祐
伝
、
棉
生
流
、
近
藤
威
徳
院
伝
、
な
ど
が
あ
り
、
従
っ
て
こ

の
時
代
に
は
こ
れ
ら
口
中
撫
法
を
伝
え
た
口
中
書
も
多
く
、
山
川
平

太
氏
（
明
治
前
Ⅱ
本
版
学
史
叫
巻
、
Ⅱ
本
川
歯
科
史
）
に
よ
る
と
七

○
種
類
以
上
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
と
は
い
え
そ
の
主
流
は
兼
股

流
と
親
康
流
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
）

一
方
演
魑
の
稠
門
屋
玄
睡
（
一
六
二
九
’
一
六
九
六
）
は
木
道
で
、

し
か
も
古
医
方
で
立
っ
た
人
で
特
に
歯
口
科
を
呼
業
と
し
た
人
で
は

な
い
が
、
そ
の
将
「
朕
方
川
余
」
（
一
六
七
九
年
の
著
述
）
は
、
当
時

の
腿
学
全
書
で
そ
の
う
ち
巻
の
十
五
は
、
口
科
門
と
し
て
一
冊
に
な

り
、
口
瘡
、
牙
鯛
門
、
川
喉
門
唇
部
な
ど
に
わ
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
前
記
山
川
氏
の
口
中
書
Ｈ
録
巾
に
、
こ
の
「
医
か
問
余
」

の
口
科
が
記
戦
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
川
こ
の
「
医
方
間
余
」
の

附
口
科
編
中
特
に
牙
歯
門
に
つ
い
て
燐
干
の
考
察
を
試
み
て
ゑ
た
い

と
思
う
。

（
日
大
・
鯛
学
）

「
読
腹
証
奇
覧
」
を
読
ん
で

矢
数
道
明

ｎ
本
に
お
け
る
漢
方
医
学
の
特
質
と
し
て
、
腹
診
法
の
発
達
が
あ

口
’

（ 5 ）



げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
大
塚
敬
節
氏
の
詳
細

な
発
表
が
な
さ
れ
た
。

過
般
東
京
医
大
に
於
て
、
同
大
学
凶
耆
館
所
蔵
の
貴
重
本
の
展
示

解
説
を
、
本
会
の
例
会
と
し
て
行
っ
た
。
そ
の
と
き
私
は
、
「
腹
証

奇
覧
莫
」
の
著
者
和
久
田
叔
虎
が
、
そ
の
帥
稲
業
文
礼
の
著
耆
「
腹

証
奇
覧
」
を
読
み
、
そ
の
誤
謬
を
指
適
し
て
自
己
の
卒
血
な
意
兄
を

披
歴
し
た
「
読
腹
証
奇
覧
」
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
こ
の
誉
を
更
に

精
沈
し
て
、
そ
の
昔
述
前
後
の
螂
怖
や
、
叔
虎
が
指
過
し
た
条
項
等

を
紹
介
し
、
腹
診
法
の
実
態
に
も
触
れ
て
ゑ
た
い
。

（
東
京
咲
大
・
薬
理
）

「
臓
山
」
は
本
文
十
二
頁
の
毛
筆
書
。
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）

の
作
。
著
者
は
不
明
、
し
か
し
、
肢
後
の
頁
に
平
戸
、
日
商
仙
灼
、

誰
脚
と
あ
る
、
こ
の
Ｈ
商
を
著
省
と
觜
え
て
よ
い
と
思
う
。
苔
物
の

型
は
一
般
の
和
書
の
型
。

説
明
文
叫
頁
。
図
は
十
二
個
八
頁
。

「
臓

凸
、
Ⅱ
Ｒ
Ⅱ
１

画
」

森

｜

I
優

説
明
文
の
字
数
は
六
四
八
。
著
者
が
臓
志
を
読
ん
で
い
る
こ
と
は

説
明
文
を
見
る
と
明
ら
か
で
あ
る
、
そ
の
た
め
か
、
記
載
の
順
序
、

説
明
の
し
か
た
が
「
蔵
志
」
に
よ
く
似
て
い
る
。

解
剖
所
見
の
記
載
は
「
蔵
志
」
に
書
い
て
あ
る
こ
と
よ
り
も
詳
し

い
ｏ一

、
心
臓
に
つ
い
て
は
、

仰
正
中
の
一
系
は
曲
折
し
て
祥
偕
を
下
る
。

②
右
左
の
二
系
は
首
頸
に
航
ろ
。

③
右
側
の
一
枝
は
手
特
に
下
る
。

と
い
う
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
下
行
大
動
脈
、
総
頚
動
脈
、
腕

頭
動
脈
、
右
鎖
竹
下
動
脈
を
兄
て
の
記
嚇
で
あ
ろ
う
。

二
、
睾
丸
を
陰
丸
と
名
づ
け
、
こ
れ
か
ら
川
筋
か
川
て
小
腹
を
循
り

て
腰
中
に
入
る
と
税
Ⅱ
し
て
い
る
。
糀
来
の
剖
川
を
跳
ぶ
た
も
の

と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

三
、
精
道
な
る
者
、
檗
内
を
術
り
て
曲
竹
に
隠
る
と
い
う
説
明
が
あ

る
。
精
管
を
知
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
膀
胱
の
あ
た

り
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
著
者
は
、
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
な

い
○

町
、
総
腸
骨
動
脈
、
内
腸
骨
動
脈
、
外
腸
什
動
脈
に
あ
た
る
と
思
わ

れ
る
も
の
を
Ｍ
不
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
説
明
し
て
い

（6 ）



な
い
。

五
、
脊
骨
を
←
一
十
一
節
を
以
っ
て
側
示
し
て
い
る
。
鰊
突
起
に
あ

た
る
と
こ
ろ
を
上
方
に
剛
け
て
か
い
て
い
る
。
、

六
、
樅
行
結
腸
を
描
き
、
そ
れ
に
結
腸
膨
起
と
思
わ
れ
る
も
の
を
苫

い
て
あ
る
。

七
、
肛
門
な
る
語
が
見
え
て
い
る
。

要
之
、
「
臓
川
」
の
側
糾
は
「
蔵
志
」
よ
り
も
詳
細
で
あ
る
、
そ

し
て
、
Ｍ
譜
に
は
、
ど
れ
が
ど
れ
と
確
定
す
る
粥
は
で
き
な
い
が
、

オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
学
耆
の
側
譜
に
（
例
え
ば
、
バ
ル
ト
リ
ン
の
解
剖

学
苔
）
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
（
九
大
・
解
川
）

福
沢
荊
古
、
が
「
蘭
学
事
始
」
と
改
題
し
て
明
治
二
年
ｆ
月
に
は
じ

め
て
出
版
さ
れ
た
本
と
い
く
つ
か
の
異
本
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
校
訂

が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
こ
の
本
が
Ｈ
本
の
文
化
の
発
達
に
と
っ

て
重
要
で
あ
り
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
と
の
間
係
を
知
る
上
に
、
役
立
つ

か
ら
で
あ
る
。
松
村
明
に
よ
れ
ば
、
「
蘭
学
蛎
始
」
の
写
本
に
は

「
閏
学
事
始
」
の
写
本
に
つ
い
て
の
諸
問
題

Ｉ
Ｉ
I

I
内

’
山

孝

一一一二

八
種
あ
り
、
そ
れ
を
大
き
く
三
種
に
分
類
し
た
の
は
適
切
な
処
置
と

考
え
ら
れ
る
。

蘭
学
事
始
と
鼬
し
た
本
に
つ
い
て

一
、
Ⅱ
論
二
年
刊
木
稲
沢
木
が
庇
木

二
、
明
治
Ⅱ
三
年
刊
福
沢
揃
古
の
序

三
、
文
川
源
流
叢
書
本
大
正
二
年
刊

四
、
復
元
誠
本
刊
医
学
古
典
会
校
訂

五
、
岩
波
文
庫
本
絲
方
淌
雄
校
訂

閑
束
事
始
と
題
し
た
本
に
つ
い
て

一
、
村
岡
本
大
規
玄
沢
序
文

二
、
佐
藤
本
大
規
玄
沢
序
文
（
耐
川
跡
、
山
崎
佐
）

現
存
不
明

三
、
小
石
本

四
、
矢
野
木
不
完
本
現
在
所
有
者
不
明

五
、
平
戸
本
小
石
本
の
砿
写
本

六
、
小
石
本
和
田
校
訂
刊

七
、
小
石
本
松
村
校
訂
刊

和
蘭
事
始
と
題
し
た
本
に
つ
い
て

一
、
内
山
本

二
、
福
沢
本

（7 ）



三
、
幸
田
本
新
ら
し
く
表
装
し
、
題
筌
は
蘭
学
事
始

四
、
内
山
本
内
山
校
訂
Ⅲ

五
、
福
沢
本
富
田
校
訂
刊

今
ま
で
に
村
岡
本
・
矢
野
本
・
佐
藤
本
と
幸
田
本
の
四
写
本
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
充
分
に
校
訂
し
紹
介
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い

の
は
遺
憾
で
あ
る
。

殊
に
杉
出
玄
日
本
と
大
槻
玄
沢
本
、
ま
た
神
山
孝
平
本
は
今
ど
う

な
っ
て
い
る
か
が
気
が
か
り
に
な
る
。
私
は
杉
田
・
大
槻
・
神
川
本

の
三
つ
が
い
つ
か
は
発
見
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
》
」
と
を
期
待
す
る
。
こ

れ
ら
が
文
化
史
に
お
け
る
重
要
性
か
ら
考
え
、
私
ど
も
の
時
代
に
め

ぐ
り
あ
い
た
い
と
思
う
。

こ
こ
で
は
以
上
の
一
般
論
と
と
も
に
具
体
的
に
「
和
蘭
澗
始
」
内

山
本
に
つ
い
て
（
再
び
）
述
べ
、
志
を
川
じ
く
す
る
人
為
の
教
示
を

得
た
い
と
忠
う
。
「
蘭
学
事
始
」
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
川
志
と
協
力

し
て
研
究
を
進
め
て
行
き
た
い
。
（
Ⅱ
大
・
生
理
）

大
槻
玄
澤
著
「
西
賓
対
晤
」
に
関
す
る
研
究

ｊ

、

ｊ

ｌ

１

ｆ

ｌ

‐

ｆ

Ｉ

ｆ

Ｉ

ｆ

１

Ⅱ

Ｊ

ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

ｌ

ｊ

１

１

ｊ

１

Ｊ

１

１

ｊ

１

Ｉ

ｌ

ｌ

ｒ

ｌ

１

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｊ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｊ

Ｉ

１

１

‐

ｆ

１

１

Ｉ

Ｌ

Ｊ

ｌ

１

ｒ

ｌ

ｆ

１

Ｉ

ｆ

１

Ｊ

ｌ

ｌ

ｉ

１

ｊ

ｌ

ｊ

Ｉ

１

ｊ

１

ｊ

１

ｊ

Ｊ

１

‐

１

‐

１

‐

大
鳥
蘭
三
郎

江
戸
時
代
に
行
な
わ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
等
一
行
の
い
わ
ゆ
る

参
府
旅
行
が
川
本
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
渉
の
な
か
で
大
き
な
比
重
を

占
め
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
よ
く
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
・
か

ひ
い
て
は
日
本
の
西
洋
と
の
折
衝
の
窓
口
と
な
っ
て
日
本
の
近
代
化

の
一
の
糸
口
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ

の
意
味
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
商
館
等
一
行
の
江
戸
参
府
に
関
す
る
研
究
は

大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
故
こ
の
繩
の
川
鼬
は
数
多
く
耐
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
何
分
畳

期
川
に
亘
る
桝
柄
で
あ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
全
般
的
の

研
究
は
な
か
な
か
容
易
な
業
で
は
な
い
。
管
見
で
は
呉
博
士
の
す
ぐ

れ
た
労
作
が
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
商
飢
遅
等
一
行
の
参
府
旅
行
に
つ

い
て
は
直
接
に
は
余
り
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日

身
が
記
し
た
参
府
Ⅱ
記
が
一
一
知
ら
れ
て
い
る
が
、
川
本
側
の
こ
れ

に
つ
い
て
の
根
本
資
料
は
余
り
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
大
槻
玄
沢
の
「
西
賓
対
晤
」
と
題
す

る
写
本
一
Ⅲ
は
大
槻
玄
沢
自
身
が
六
回
参
府
オ
ラ
ン
ダ
人
と
面
接
し

て
対
談
を
行
な
っ
た
顛
末
を
記
し
、
ま
た
こ
の
た
め
に
要
し
た
手
続

き
の
一
々
の
実
際
例
を
あ
げ
て
説
川
し
て
い
る
。
時
代
は
梢
々
降
る

も
の
で
は
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
州
館
艮
一
行
の
江
戸
参
府
に
際
し
て

行
な
わ
れ
た
日
本
人
学
者
と
の
会
談
内
容
を
く
わ
し
く
説
明
し
た
き

（8 ）



わ
め
て
珍
重
す
べ
き
記
録
で
あ
る
本
書
を
紹
介
し
、
そ
れ
に
若
干
の

考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
（
慶
大
・
医
史
学
）

宇
田
川
玄
真
の
名
著
「
医
範
捉
綱
」
の
完
成
を
助
け
、
特
に
「
内

象
銅
版
図
」
に
は
題
言
を
書
い
て
い
る
膝
井
方
亭
は
、
ま
た
加
賀
藩

最
初
の
閑
方
藩
医
で
あ
る
。
こ
の
方
亭
の
生
涯
に
関
し
て
は
従
来
殆

ん
ど
知
ら
れ
て
居
ら
ず
、
伽
か
に
「
近
世
名
雁
伝
」
「
本
朝
医
人

伝
」
等
に
概
略
が
見
ら
れ
る
の
糸
で
あ
る
。
私
は
郷
土
史
料
な
ど
か

ら
知
り
え
た
事
の
若
干
を
御
報
告
申
し
上
げ
、
御
叱
正
を
何
い
た
い

と
思
う
。

ナ
リ
ナ
ガ

ー
、
文
化
五
年
十
二
月
八
Ⅲ
前
川
斎
広
（
藩
主
十
二
代
）
の
招
き
で

ハ
ル
ナ
ガ

金
沢
へ
来
た
宇
田
川
玄
真
は
、
前
藩
主
治
脩
を
診
察
し
た
が
、
こ
の

時
方
亭
（
当
時
芳
亭
）
も
之
に
従
っ
た
（
加
衙
藩
に
於
け
る
關
方
治

療
の
初
め
で
あ
る
。
）

一
、
翌
文
化
六
年
士
一
月
二
十
八
日
方
亭
は
加
賀
藩
最
初
の
闘
方

藩
医
に
召
川
さ
れ
た
。
（
藩
制
に
よ
り
藩
主
へ
の
方
剤
を
儲
す
る
た

藤
井
方
亭
と
加
賀
藩

津
田
進
二

め
翌
七
年
吉
田
長
淑
も
招
か
れ
藩
医
と
な
っ
た
。
）

一
、
弘
化
元
年
十
月
老
を
以
て
退
く
ま
で
、
実
に
三
十
五
年
間
に

亘
っ
て
方
亭
は
藩
候
一
族
の
治
療
に
当
っ
た
。
中
で
も
斎
広
正
室

ナ
リ
ヤ
ス

真
竜
院
、
同
側
室
で
、
斎
泰
生
母
の
栄
操
院
、
十
三
代
斎
泰
、
斎
泰

ヨ
シ
ヤ
ス

正
室
で
徳
川
家
斎
の
娘
溶
姫
（
景
徳
院
）
十
四
代
慶
寧
、
更
に
は
斎

ト
シ
ナ
カ

広
の
娘
勇
姫
の
婚
大
叩
寺
藩
主
前
川
利
糊
な
ど
の
主
治
医
と
し
て
活

躍
し
、
藩
内
に
下
は
勿
諭
徳
川
家
か
ら
も
賞
讃
を
う
け
て
い
る
。

一
、
文
政
五
年
出
版
の
「
燗
袖
重
訂
内
科
撰
要
」
に
「
加
慨
、
藤

井
方
亭
増
沢
」
と
あ
る
の
は
、
滞
恢
の
医
務
に
専
念
の
た
め
か
蘭
耆

の
藤
訳
は
見
ら
れ
ず
、
繩
か
に
藩
咲
大
商
元
訴
訳
「
泰
西
雷
説
」

（
文
政
初
年
？
）
を
古
川
長
淑
と
共
に
校
訂
し
た
の
を
黙
る
の
象
で

あ
る
。一

、
弘
化
二
年
八
月
九
Ｈ
方
亭
の
死
に
臨
み
、
加
賀
藩
は
人
参
料

と
し
て
金
三
千
疋
を
剛
っ
て
、
大
い
に
彼
の
功
績
を
た
た
え
て
い

ス
》
○

一
、
安
永
七
年
川
月
二
十
八
日
藤
井
周
朔
の
長
子
と
し
て
生
れ
た

方
亭
に
は
三
子
あ
り
、
長
男
方
朔
、
及
び
そ
の
子
方
省
は
い
ず
れ
も

加
賀
藩
医
と
な
り
、
次
男
三
郎
は
幕
府
天
文
方
に
召
出
さ
れ
た
英
学

者
で
あ
る
が
、
不
幸
天
折
し
た
。
（
石
川
・
金
沢
巾
・
小
児
科
）

１
Ｊ

（

｜
I

I
I

｜

I
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藤
井
方
亭
の
資
料
は
稀
少
と
云
わ
る
、
従
っ
て
、
そ
の
資
料
批
判

を
充
分
行
い
得
ぬ
た
め
か
方
亭
は
史
家
の
視
覚
か
ら
遠
ざ
か
り
、
閑

学
史
上
存
在
意
義
を
失
な
っ
て
い
る
。
而
し
て
適
々
方
亭
に
つ
き
、

「
近
肚
名
限
伝
」
を
始
め
二
三
の
文
献
を
放
兇
す
る
が
、
誤
記
や
重

要
事
蹟
が
州
れ
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
拠
っ
て
方
亭
の
真
相
を
知
る
郡

は
肌
か
附
難
で
あ
ろ
う
。
又
そ
の
蘭
学
上
の
実
力
は
、
宇
山
川
関
係

文
書
、
当
家
蔵
文
書
、
伝
承
資
料
等
に
よ
り
知
る
が
、
方
亭
の
解
明

に
は
な
お
不
充
分
且
つ
化
政
期
に
於
け
る
当
家
關
方
の
Ⅲ
評
は
全
く

知
ら
れ
て
い
な
い
。

斯
の
如
き
現
状
の
方
亭
に
つ
き
、
典
実
簡
明
に
線
腱
の
大
半
を
迅

録
し
、
更
に
特
記
す
べ
き
意
外
の
史
実
を
明
に
し
た
資
料
が
今
川
発

表
の
「
柿
凰
文
紗
」
で
あ
る
。
此
の
文
書
と
家
蔵
の
方
亭
伝
其
の
他

の
文
言
と
綜
合
検
討
す
れ
ば
、
や
が
て
方
亭
の
全
貌
が
略
ぼ
明
と
な

り
、
連
れ
て
、
宇
田
川
蘭
学
発
達
過
秘
に
於
け
る
方
亭
の
重
要
性
、

而
し
て
川
本
蘭
学
史
の
再
考
を
促
し
得
る
で
あ
ろ
う
？
。

此
の
「
柿
園
文
紗
」
と
は
「
洞
達
亭
遺
稿
」
中
に
集
録
さ
れ
た
帆

藤
井
方
亭
の
資
料
「
柿
園
文
妙
」
に
つ
い
て

藤
井

一
口
丁

己

足
″
里
の
秀
れ
た
門
弟
佐
野
柿
胤
の
記
録
で
あ
る
、
柿
幽
は
、
蝋
後

杵
築
藩
士
で
蘭
学
修
得
の
た
め
江
戸
に
来
り
方
亭
へ
入
川
、
円
力
年

余
の
在
門
期
間
中
知
っ
た
方
亭
の
人
物
学
問
に
つ
ぎ
、
江
戸
か
ら
文

政
五
年
（
一
、
八
三
一
）
仲
冬
恩
師
万
皿
に
耆
き
送
っ
た
書
翰
「
呈

帆
足
患
亭
先
生
書
」
の
布
で
あ
る
。
然
し
柿
刷
は
天
保
六
年
（
一
、

八
三
五
）
十
二
月
燗
し
く
も
三
十
九
才
で
猶
殖
し
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
此
の
文
書
の
重
要
意
義
は
、
方
亭
の
健
在
中

知
悉
し
た
事
を
卒
旧
に
恩
帥
に
報
告
し
た
所
に
注
川
の
要
あ
り
と
思

う
。
即
ち
そ
の
人
物
を
後
川
に
伝
え
ん
た
め
書
い
た
一
般
伝
記
類
と

大
に
拠
る
点
は
興
味
深
々
た
る
も
の
あ
り
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
蓋

し
重
乢
つ
大
な
り
と
思
い
、
舷
に
詳
述
の
要
あ
る
も
紙
川
に
制
約
あ

り
其
の
文
意
を
略
述
す
る
に
止
む
。

「
柿
園
文
紗
」
の
主
な
る
文
意

一
、
柿
園
は
方
亭
の
述
懐
に
対
し
そ
の
耐
舳
に
し
て
ｎ
ら
排
す
と
評

し
た
。

二
、
閑
語
の
実
力
は
膝
林
普
山
と
大
川
小
災
、
そ
の
学
才
は
淳
道
に

過
ぐ
と
言
わ
る
。

三
、
門
弟
教
育
は
始
め
か
ら
閏
語
の
ゑ
を
用
い
沢
を
附
せ
ず
各
自
の

考
え
に
拠
ら
し
め
た
。

町
、
「
医
範
提
綱
」
筆
記
は
藤
井
方
亭
で
あ
る
。
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本
書
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ド
ル
フ
ス
・
イ
ペ
ィ
著
函
、
且
冒
鳥
号
【

冒
鼻
の
忌
昌
①
９
８
の
補
正
版
を
、
青
地
林
宗
が
訳
し
た
も
の
で
凡

例
に
よ
る
と
文
政
六
年
仲
春
に
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
淵
時

の
薬
物
学
は
『
薬
剤
ノ
徴
候
、
効
能
、
時
宜
、
用
法
、
製
造
等
ヨ
リ

以
テ
病
ノ
症
状
二
従
テ
効
害
ア
ル
地
位
一
一
至
ル
ヲ
知
ル
』
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
分
頬
は
、

一
、
辞
書
の
如
く
薬
品
名
頭
文
字
の
韻
に
従
う
。

二
、
柚
物
学
の
人
為
分
類
法
に
よ
る
も
の
。

『
諏
訪
俊
は
架
空
の
人
、
実
は
膝
井
方
亭
な
り
』
こ
の
意
兄
は
方

亭
の
新
資
料
と
し
て
故
岡
村
先
生
の
御
支
持
を
得
た
が
絃
に
確
証

を
得
た
事
は
こ
の
資
料
の
段
大
価
値
で
あ
ろ
う
。

五
、
槐
卿
の
「
西
説
内
科
撰
饗
」
に
誤
訳
あ
り
、
力
亭
之
れ
を
校
正

せ
る
は
最
も
勤
め
を
な
せ
り
と
い
う
。

六
、
蘭
万
の
三
大
家
、
そ
の
三
大
家
と
は
、
宇
川
川
榛
斎
、
藤
圷
方

亭
、
青
地
林
宗
を
明
記
し
て
い
る
。
（
藤
井
家
十
三
代
）

I

「
依
百
乙
薬
性
諭
」
に
つ
い
て

佐
藤
文
比
古

I
I
I

三
、
当
時
の
生
理
学
の
一
説
与
酸
奪
酸
の
税
に
よ
る
。

四
、
合
薬
家
舎
密
家
の
説
に
よ
り
分
け
る
。

五
、
天
地
間
の
三
閥
に
曲
て
分
け
る
。

六
、
薬
効
の
尤
も
苫
叫
に
し
て
摘
耆
す
べ
き
も
の
を
取
っ
て
之
を
分

け
る
。

こ
の
最
後
の
法
を
採
用
し
た
の
は
イ
ペ
ィ
が
最
初
で
以
後
の
薬
物

学
書
は
多
く
こ
れ
に
よ
っ
た
。
こ
れ
ら
文
政
年
代
の
訳
述
書
の
分
類

を
示
す
と
、

○ ○○○○○ ○依
駆殺通発砕利吐峻勁緩百

乙

風虫血汗石尿 下下下薬
｛ゾ|ミ

剤刑剤剤バリ バ1 刑剤剤刑 ！油

石尿

バリ 剤刑

燕而‘［
石服

薬薬莱

峻

下

薬

中綏和
蘭

下下紫
1 |ミ

薬莱弁

下薬

発駆｜殺 通

風｜虫｜経｜汗

薬 薬｜薬｜薬

○
駅駆通発
凪虫経汗
剤剤斉ll 剤

利
尿
剤

下
剤

吐

剤 川
銚
略
肥

－Ⅱ L－Ⅱ－

Ｐ
宅
の
昌
呂

伊
画
潤
幽
旨
ご
釦

●
画

口
国
鴛
長
弾

同
日
曾
后
ｍ

ｂ
旨
忌
宮
口
画

門
詳
ゴ
○
頁
名
言
の
釦

口
旨
巨
５
Ｈ
ｇ
〕
。
四

両
日
日
①
ｐ
い
い
○
ぬ
色

鈩
貝
ケ
巴
日
旨
罫
穴
四

■

○
ｍ
目
己
日
日
扁
弾
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○
は
医
学
辞
彙
（
明
治
一
九
年
）
に
記
載
あ
る
も
の
、
こ
れ
ら
の
吾

に
よ
っ
て
当
時
蘭
医
を
志
す
も
の
は
薬
物
学
の
い
か
な
る
も
の
で
あ

る
か
を
知
っ
た
。
（
川
治
薬
大
）

Ｉ
Ｉ
Ｊ
I
’
1

1

１
１

勺
・
画
毎
蝿
Ｏ
ｍ
ｐ

両
隣
己
①
ｇ
ｏ
Ｈ
四
口
口
卸

日
の
目
で
の
目
鼻
】
、

宛
＄
○
写
⑦
具
酎

詞
の
両
隣
具
冨

冗
○
ケ
○
国
目
ロ
画

鈩
烏
茸
冒
囎
①
昌
畠

シ
ロ
園
ロ
ユ
ｍ

ｚ
①
ロ
８
言
８

鈩
目
爵
口
閉
日
且
房
四

ｚ
胃
汚
○
二
ｓ

向
い
匡
巽
討
幽

甸
国
員
ロ
討
画

｛

英
迭
言
晨
“
と
仲
よ
し
で
あ
っ
た
英
川
海
軍
々
医
の
。
。
日
良
。
己

は
元
治
元
年
（
一
八
六
川
年
）
五
月
二
十
八
Ⅱ
横
浜
到
着
、
翌
膣
応

元
年
（
一
八
六
五
年
）
八
月
二
十
四
Ⅱ
離
川
、
約
一
年
三
ケ
月
の
滞

旧
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
州
に
日
本
の
旧
土
、
気
候
、
風
俗
、

人
情
、
下
ノ
関
聯
件
、
横
浜
の
岩
亀
楼
、
治
縦
法
、
伝
染
病
等
を
興

味
深
く
描
写
し
て
居
る
か
ら
こ
れ
を
抄
訳
し
て
大
意
を
述
べ
た
い
。

大
日
本
官
阪
貝
、
崎
峻
養
生
館
都
頭
兼
保
学
教
授
、
剛
雌
、
松
本

良
順
源
之
斑
、
聴
溝
訳
述
に
か
か
る
ポ
ム
ペ
の
「
梅
稚
而
」
（
写
本
）

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
（
大
阪
・
内
科
）

○
．
日
日
昏
匙
の
日
本
印
象
記

ポ
ム
ペ
の
梅
毒
学
講
義
に
つ
い
て

I

l l'
鯨

野
凸
令
Ｄ
Ｐ

心
３
．
４

吋

（
東
京
・
眼
科
）

！ 近

一

操

(12)

○
佛
唾
刑
一

｜
腐
莱
一
腐
蝕
刑

麻

共

麻
神
剤

｜
鉱
痙
莱

収
軟
“

消
凍
薬
滴
雛
剤

導
疾
薬



第
六
五
回
総
会
で
、
過
去
帳
そ
の
他
古
文
書
を
基
礎
史
料
と
し

て
、
大
和
岡
吉
野
郡
尚
腺
村
の
保
健
状
態
を
人
口
変
遷
の
動
血
を
と

お
し
て
考
察
を
加
え
た
。
就
中
、
陸
の
孤
島
的
な
閉
鎖
村
落
が
天
保

の
大
餓
鰹
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
う
け
、
ま
た
飢
餓
と
死

亡
の
状
態
が
村
落
内
の
諸
階
層
に
、
各
年
令
眉
に
、
性
別
に
ど
う
呪

わ
れ
た
か
、
を
第
一
報
と
し
て
報
告
し
た
。

今
回
は
同
じ
畿
内
の
な
か
で
も
経
済
的
発
歴
段
階
と
し
て
中
川
に

位
す
る
村
落
と
先
進
的
段
階
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
二
つ
の
村
落
を
対

象
に
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。
前
者
は
近
江
囚
野
洲
郡
江
頭
村
、
後

者
は
摂
津
国
武
庫
郡
上
瓦
林
村
で
あ
る
。
第
一
報
で
扱
っ
た
尚
原
村

と
こ
の
二
村
落
を
加
え
た
三
村
落
は
社
会
発
展
度
か
ら
染
れ
ば
、
三

つ
の
段
階
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
落
の
人
口
の
動
態

の
様
扣
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
村
の
健
康
状
態
の
歴
史

的
段
階
を
推
定
し
う
る
手
掛
り
に
な
り
う
る
と
考
え
て
い
る
。

報
告
の
論
点
と
し
て
①
幕
藩
制
下
「
人
口
停
滞
」
の
意
味
。
自
然

墹
と
社
会
咽
、
②
年
令
別
死
亡
の
構
造
、
③
出
生
の
状
態
、
⑳
農
民

封
建
制
下
の
農
民
の
保
健
状
態
（
第
二
報
）

松
川

武

の
医
師
に
た
い
す
る
要
求
度
、
⑤
過
去
帳
、
宗
門
帳
な
ど
の
史
料
価

値
等
々
で
あ
る
。

（
阪
大
・
術
生
）

大
学
東
校
が
形
屍
解
剖
の
許
可
を
え
た
の
は
肌
冷
三
年
十
月
廿
円

で
あ
る
。
そ
の
当
時
田
口
和
美
が
も
つ
と
も
熱
心
に
実
地
の
解
剖
を

や
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
田
ｕ
は
天
保
十
年
に
武
蔵
国
北
埼
玉
郡
太
田

荘
滕
川
郷
に
生
れ
、
若
く
し
て
江
戸
に
で
て
、
林
洞
海
、
佐
藤
一
斎

ら
に
学
び
、
文
久
二
年
か
ら
下
野
瓜
佐
野
で
医
業
を
開
い
て
い
た
。

明
治
維
新
と
な
り
田
口
は
妻
子
を
郷
皿
滕
侃
の
父
出
口
順
庵
に
托
し

て
川
治
二
年
に
単
身
東
京
に
で
て
医
学
校
兼
摘
院
に
お
い
て
研
究
を

つ
づ
け
ん
と
し
た
。
時
に
川
才
で
あ
る
。
彼
が
解
剖
学
を
専
攻
す
る

と
い
っ
た
の
は
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

い
ま
東
京
大
学
に
残
る
書
類
に
よ
る
と
田
口
成
庵
は
三
年
十
二
月

に
准
少
得
業
士
と
な
り
、
四
年
五
月
に
は
大
学
出
仕
少
得
業
生
准
席

か
ら
大
学
出
仕
中
得
業
生
推
席
に
昇
進
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治

田
口
和
美
と
明
治
の
解
剖
事
始
め

小

川

鼎

三

(13)



同
年
の
暮
に
は
田
川
は
束
康
に
も
ど
っ
て
い
た
。
十
二
月
十
二
Ⅱ

付
で
彼
は
佐
倉
の
岡
本
あ
て
近
況
を
書
い
た
あ
と
に
『
東
校
解
剖
刷

御
開
一
一
相
成
候
以
来
ハ
人
体
解
剖
殊
之
外
盛
一
一
御
蠅
候
乍
不
及
野
生

共
モ
当
局
ヨ
リ
川
張
仕
候
』
と
付
記
し
て
い
る
。

岡
本
道
庵
（
佐
藤
舜
海
）
の
養
子
、
佐
藤
恒
二
は
右
の
手
紙
に
昭

和
七
年
五
月
付
で
次
の
説
肌
を
し
て
い
る
ｏ

『
文
中
田
口
成
庵
ト
ァ
ル
ノ
ハ
後
ノ
川
口
和
美
博
士
一
一
テ
脚
気
擁

養
ノ
タ
メ
ニ
佐
倉
一
一
米
リ
塾
生
二
英
語
ヲ
教
へ
叉
絵
画
ノ
素
養
ア
リ

シ
モ
ノ
ト
見
ェ
塾
生
ノ
需
二
応
、
〕
テ
我
家
所
蔵
ノ
ウ
エ
ー
ベ
ル
（
？
）

解
剖
図
ヲ
謄
写
シ
テ
衣
食
ノ
費
ト
ナ
セ
リ
ト
云
ヘ
リ
、
従
前
恢
業
二

従
事
セ
ル
コ
ト
ァ
レ
ト
モ
実
地
医
家
ハ
白
カ
ラ
通
セ
サ
ル
ヲ
感
シ
嫡

愈
エ
テ
帰
京
後
ハ
佐
倉
二
於
テ
留
得
セ
ル
解
剖
学
ヲ
以
テ
身
ヲ
立
テ

ン
ト
決
心
シ
・
・
：
：
』

な
お
田
口
は
明
治
二
年
八
月
十
四
Ⅱ
の
美
幾
女
の
特
志
解
剖
に
お

い
て
左
上
肢
の
検
査
を
う
け
も
っ
た
こ
と
、
川
治
三
年
の
七
月
に
山

養
生
し
た
万
が
よ
い
、
佐
倉
は
蛭

ら
、
田
口
を
そ
ち
ら
で
世
話
し
一

え
さ
せ
た
ら
よ
か
ろ
う
と
あ
る
。

三
年
八
月
三
川
付
と
思
わ
れ
る
佐
藤
尚
巾
よ
り
佐
倉
の
岡
本
道
庵
あ

て
の
手
紙
に
大
学
束
校
句
読
帥
の
川
口
成
庵
は
脚
気
の
た
め
田
舎
で

養
生
し
た
万
が
よ
い
、
佐
倉
は
教
帥
が
処
り
な
い
で
困
る
よ
う
だ
か

ら
、
田
口
を
そ
ち
ら
で
世
話
し
て
も
ら
い
た
い
。
川
時
に
塾
生
に
教

戦
前
の
わ
が
川
の
恢
学
は
ド
イ
ツ
咲
学
が
主
流
を
占
め
た
が
、
戦

後
は
ア
メ
リ
カ
医
学
が
主
流
を
占
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
州
脚
後
最
初
に
わ
が
川
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
外
国
は

ア
メ
リ
カ
で
、
そ
の
時
点
は
（
一
八
五
九
年
）
一
○
月
一
六
口
、

］
、
○
・
国
ｇ
言
吊
目
の
米
Ⅱ
で
あ
る
。
し
か
し
わ
が
旧
の
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
が
、
そ
の
範
を
ド
イ
ツ
に
求
め
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
明
治
初

年
以
降
は
ド
イ
ツ
恢
学
が
圧
倒
的
な
力
を
も
つ
こ
と
と
な
る
。
一
方

尚
木
雅
寛
（
慈
忠
）
や
古
川
顕
三
（
大
阪
陵
学
校
）
に
よ
る
イ
ギ

リ
ス
睡
学
も
根
強
い
〃
を
も
っ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
医
学
は
と
く

に
そ
れ
を
主
と
す
る
教
育
機
関
を
も
た
な
か
っ
た
関
係
も
あ
っ
て

か
、
わ
が
川
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
さ
ほ
ど
著
川
で
は
な
い
。
し
か
し

宣
教
医
瞭
を
中
心
と
し
た
活
動
の
ご
と
き
は
殆
ど
ア
メ
リ
カ
の
独
壇

口
は
大
学
大
博
士
の
佐
藤
尚
巾
か
ら
ハ
イ
ッ
マ
ン
の
解
剖
害
を
得
て

大
い
に
利
益
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
Ⅲ
天
強
大
・
際
史
学
）

Ｉ

日

米

医
学
の
関
連長

門
谷
洋
治

（14）



場
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
歯
科
医
学
や
看
護
学
は
初
期
よ
り
ア
メ
リ
カ

の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。

戦
前
の
わ
が
川
医
学
関
係
者
の
留
学
先
は
ド
イ
ツ
が
多
か
っ
た

が
、
ア
メ
リ
カ
を
選
ん
だ
も
の
も
少
な
く
な
く
、
そ
れ
ら
の
人
の
州

国
後
の
活
動
に
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
わ
が
国
に
お

け
る
ア
メ
リ
カ
咲
学
の
一
拠
点
で
あ
っ
た
聖
路
加
川
際
病
院
の
あ
ゆ

わ
が
国
は
最
初
口
ら
の
意
志
で
ア
メ
リ
カ
の
灰
学
を
兇
総
て
た
の

で
あ
る
が
後
年
自
ら
の
意
志
と
関
係
な
く
、
こ
れ
を
吸
収
せ
ざ
る
を

え
な
い
立
場
に
お
か
れ
た
。
し
か
し
結
果
諭
的
に
ゑ
て
、
こ
れ
ら
の

挙
は
わ
が
側
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
川
よ
り
む
し
ろ
プ
ラ
ス
而
の
万
が

多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
医

学
は
西
洋
諸
凶
の
う
ち
で
は
む
し
ろ
後
進
川
の
方
に
属
し
て
お
り
、

兵
に
独
自
の
体
制
を
整
え
た
の
は
今
肚
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
と

戦
後
の
ア
メ
リ
カ
催
学
の
移
入
は
占
領
下
と
い
う
特
殊
な
環
境
の

も
と
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
す
で
に
西
洋
陛

学
を
主
と
し
た
わ
が
叫
独
、
の
医
学
体
系
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
と

こ
ろ
へ
の
移
入
で
あ
る
の
で
、
初
期
の
場
合
と
何
じ
ょ
う
に
論
じ
る

こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
影
響
力
と
い
う
点
で
は
、
か
な

り
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

み
も
貴
重
で
あ
る
。

い
っ
て
よ
い
。
こ
と
に
終
戦
当
時
に
は
ト
ヅ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

か
く
Ⅱ
米
医
学
の
関
連
は
す
で
に
而
年
余
に
達
し
、
そ
の
歴
史
を

知
る
こ
と
は
ひ
と
り
腿
学
川
の
承
な
ら
ず
文
化
史
的
立
場
よ
り
も
き

わ
め
て
興
味
あ
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
。（

大
阪
・
口
唯
抽
院
・
皮
膚
科
）

本
邦
に
お
い
て
川
版
さ
れ
た
臨
床
検
査
法
一
般
に
側
す
る
成
耆
の

中
で
本
書
は
今
Ⅱ
に
至
る
ま
で
故
も
長
く
、
広
く
利
州
さ
れ
た
い
る

も
の
で
、
初
版
は
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
年
）
に
出
版
さ
れ
て
お

り
、
今
Ⅱ
ま
で
二
十
三
版
を
数
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
本
耆
の
母
胎
は
そ
れ
よ
り
以
前
著
者
が
海
軍
々
医
学
校

で
『
生
物
学
的
臨
床
診
断
学
』
の
教
科
に
教
材
用
と
し
て
使
っ
た
テ

キ
ス
ト
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
金
原
商
店
の
要
望
に
よ
り
公
に
さ
れ
た

金
井
泉
博
士
著
「
臨
肱
検
査
法
提
要
」
の

初
版
刊
行
に
つ
い
て

Ｉ
Ｊ
Ｉ

会
川

恵

（15）



と
い
う
事
は
今
日
知
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
う
が
、
本
書
の
生
い

立
ち
は
第
二
次
大
戦
以
前
の
本
邦
に
お
け
る
臨
床
検
査
の
実
態
を
よ

く
物
語
る
も
の
と
考
え
、
初
版
刊
行
の
経
緯
を
述
べ
て
蕊
る
。

著
者
は
一
九
二
八
年
よ
り
海
軍
々
医
学
校
の
教
官
と
な
り
『
臨
床

診
断
学
』
の
中
（
当
時
は
生
物
学
的
、
理
化
学
的
及
び
理
学
的
診
断

学
の
三
教
科
が
教
え
ら
れ
て
い
た
）
『
生
物
学
的
診
断
学
』
を
担
当

し
、
既
に
当
時
よ
り
臨
躰
検
査
法
の
研
究
を
始
め
一
九
三
一
年
ド
イ

ツ
留
学
中
も
こ
の
方
面
の
勉
強
を
続
け
て
一
九
一
二
六
年
十
月
に
第
一

何
編
纂
を
行
い
海
軍
々
医
学
校
の
名
前
で
標
題
を
「
生
物
学
的
臨
躰

診
断
学
」
と
し
て
印
刷
に
付
し
要
綱
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
著
者
が
た
え
ず
自
ら
の
経
験
を
冊
子
と
し
て
内
外
の
文
献

を
参
照
し
な
が
ら
三
度
改
訂
増
補
を
行
う
な
ど
苦
心
を
続
け
ら
れ
る

中
に
、
当
時
類
書
は
本
邦
に
は
な
く
欧
米
で
も
微
を
た
る
も
の
で
本

耆
が
重
宝
が
ら
れ
価
値
が
次
第
に
認
め
ら
れ
て
各
地
の
大
学
研
究
室

か
ら
本
書
の
入
手
を
希
望
す
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
頃
金
原
商
店
締
集
部
の
梅
室
純
三
氏
が
海
軍
々
医
学
校
に
も

出
入
り
し
て
い
た
関
係
で
本
書
に
着
目
し
現
在
の
金
原
出
版
社
々
長

金
原
四
郎
氏
に
も
す
入
め
ら
れ
て
著
者
に
懇
望
し
高
杉
海
軍
省
低
務

局
長
の
許
可
を
得
て
刊
行
し
こ
皇
に
初
雌
約
一
五
○
○
部
が
仙
に
出

さ
れ
た
。

初
版
の
内
容
は
一
三
七
頁
で
あ
る
が
そ
れ
よ
り
二
年
前
に
海
軍
々

医
学
校
で
第
二
例
細
纂
と
し
て
出
し
た
も
の
は
一
六
叫
頁
で
あ
る
か

ら
こ
の
川
に
一
○
○
頁
以
上
に
及
ぶ
墹
袖
の
仕
事
が
な
さ
れ
た
事
に

な
り
し
か
も
初
版
の
序
文
に
述
べ
ら
れ
て
あ
る
様
に
鮫
も
簡
単
に
し

て
正
確
な
検
査
法
を
吟
味
し
て
選
び
新
法
は
充
分
辿
試
し
て
か
ら
あ

げ
る
と
い
う
極
め
て
慎
重
に
態
度
で
す
上
め
ら
れ
大
変
な
努
力
を
要

さ
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

要
す
る
に
「
臨
躰
検
査
法
」
を
生
ん
だ
海
軍
々
医
学
校
に
お
け
る

臨
淋
診
断
学
の
講
義
と
実
習
並
び
に
著
者
の
努
力
は
、
当
時
臨
躰
検

査
法
の
未
開
拓
の
時
代
に
お
い
て
極
め
て
貴
重
な
阪
学
教
育
で
あ
り

第
二
次
大
戦
以
前
に
お
け
る
臨
肱
検
査
教
育
と
し
て
行
過
で
き
な
い

も
の
と
考
え
る
。

な
お
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
も
歴
史
的
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て

少
し
く
言
及
す
る
（
新
潟
・
柏
崎
巾
・
内
科
）

富
士
川
勝
先
生
の
別
号
・
筆
名
に
つ
い
て

ｌ
富
士
川
先
生
生
誕
百
年
に
因
ゑ
て
Ｉ

I

口赤
松
金
芳

（16）



富
士
川
先
生
は
、
幼
名
を
充
人
と
呼
ば
れ
、
後
ち
塀
と
改
め
ら
れ

た
。
別
号
ま
た
は
筆
名
と
し
て
は
、
最
初
は
「
平
気
子
」
、
つ
い
で

「
筆
花
墨
雨
」
「
墨
雨
楼
」
「
倦
々
斎
」
「
迂
斎
」
「
丹
霞
」
「
丹

霞
楼
」
「
楽
庵
」
「
福
海
」
「
墨
庵
」
な
ど
を
用
い
ら
れ
た
が
、
晩

年
は
、
主
と
し
て
「
子
艮
」
ま
た
は
「
子
長
学
人
」
を
号
と
せ
ら
れ

た
。
（
昭
和
薬
大
）

一
般
に
生
理
学
は
解
剖
学
に
由
来
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
な
い
。
大
沢
誠
二
が
日

本
生
理
学
の
開
拓
者
で
あ
る
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
彼

以
前
に
お
い
て
、
江
戸
叶
代
に
、
大
矢
尚
斉
・
得
務
文
献
お
よ
び
伏

屋
琴
坂
が
浪
速
の
町
医
者
と
し
て
摘
者
の
診
療
を
し
な
が
ら
、
わ
が

く
に
で
、
は
じ
め
て
素
朴
で
は
あ
る
が
実
験
生
理
学
の
研
究
を
試
ゑ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
私
の
発
見
で
あ
る
。
彼
ら
が
日
本
生
孤
学
の

歴
史
的
人
間
、
特
に
日
本
生
理
学
の
伝
統

と
創
造
に
つ
い
て

門

山

孝

一一

先
駆
者
の
役
削
り
を
演
じ
た
こ
と
は
見
の
が
せ
な
い
と
思
う
。
私
は

既
に
大
沢
謙
二
を
、
ま
た
江
戸
時
代
の
前
記
の
人
々
に
つ
い
て
研
究

し
報
告
し
た
。
し
か
し
彼
ら
の
創
造
は
大
沢
へ
直
接
に
は
結
び
つ
い

て
い
な
い
ｏ
す
な
わ
ち
大
沢
の
創
造
に
と
っ
て
伏
屋
ら
の
創
造
は
伝

統
と
し
て
受
け
流
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
連
絡
は
、
両
者
の

隔
た
り
を
超
え
て
、
い
わ
ゆ
る
蘭
学
時
代
に
よ
り
一
応
は
つ
け
ら
れ

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
表
凹
的
に
は
伏
屋
ら

と
大
沢
の
Ⅲ
者
の
創
造
は
佐
統
さ
れ
な
い
で
巾
断
し
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
。
一
般
に
Ⅲ
本
の
学
Ⅲ
芸
術
に
は
こ
の
よ
う
な
中
断
が
姑
ら

れ
る
。
特
に
Ⅲ
治
維
新
前
と
後
の
間
に
中
断
が
際
立
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

な
お
大
沢
の
刺
造
に
は
テ
ィ
ゲ
ル
と
ゴ
ル
ヅ
を
視
野
の
外
に
お
く

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
ｕ
本
生
理
学
の
創
造
の
は
じ
め
は
ド
イ
ツ

生
即
学
の
伝
統
に
負
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
同
様
に
伏
屋
ら
の
創

造
に
と
り
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
伝
統
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
旧
際
関
係
の
も
と
に
日
本
生
理
学
の
創
造
が
な
さ

れ
伝
統
が
で
き
た
。
塊
段
階
に
お
い
て
も
同
様
の
状
況
に
あ
る
と
い

っ
て
よ
い
。

一
般
に
文
化
は
伝
統
の
上
に
創
造
の
道
を
開
拓
し
な
け
れ
ば
、
伝

統
も
中
断
さ
れ
、
刺
造
も
深
く
進
め
ら
れ
る
に
充
分
で
な
い
こ
と
が

（17）



発
生
す
る
。
歴
史
は
読
む
も
の
で
な
く
作
る
ロ
○
昌
蔀
制
且
昔
の

臣
ｍ
８
ｑ
．
言
庁
冒
農
①
詳
耳
旨
日
附
民
も
の
と
い
わ
れ
る
。
ま
た

ア
ル
フ
ァ
は
オ
メ
ガ
で
あ
り
、
終
り
は
始
め
の
巾
に
あ
る
と
い
う
。

過
去
は
現
実
と
未
来
の
巾
に
あ
る
。
現
実
は
歴
史
的
現
実
で
あ
り
、

人
川
は
歴
史
的
人
川
で
あ
る
。
過
・
塊
・
未
の
三
つ
の
時
代
は
、
歴

史
的
過
去
塊
在
未
来
で
あ
る
。
歴
史
的
現
実
は
過
去
と
未
来
を
内
包

す
る
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

物
理
的
・
生
理
的
・
心
理
的
時
Ⅲ
が
い
わ
れ
る
が
、
人
間
的
時
間

特
に
人
川
の
生
命
体
験
の
時
間
が
あ
る
。
永
遠
の
今
、
円
理
的
時
Ⅲ

と
も
い
い
、
道
元
は
有
時
ま
た
は
叩
今
と
い
う
こ
と
ば
で
そ
の
川
の

消
息
を
表
呪
し
て
い
る
。

孔
子
は
諭
語
に
、
逝
く
水
は
か
く
の
ご
と
き
か
、
昼
夜
を
お
か
ず

と
い
っ
た
。
占
代
ギ
リ
シ
ア
時
代
に
、
ヘ
ラ
ク
ラ
ィ
ト
ス
は
パ
ン
ダ

・
ラ
ィ
と
い
っ
た
。
刀
物
は
旅
枢
す
る
函
①
昌
呂
Ｅ
ｍ
》
勺
四
国
国
号
ｇ
“

巴
言
冒
〕
暢
酉
Ｏ
急
．
と
い
う
。
俳
聖
芭
蕪
は
旅
に
生
き
旅
に
死
ん
だ

が
、
彼
が
一
生
に
つ
か
ん
だ
境
地
は
不
勤
流
行
で
あ
る
。
人
は
易
っ

て
易
ら
な
い
、
ま
た
劫
と
不
易
の
矛
晒
的
自
己
何
一
を
表
塊
し
た
。

生
理
学
者
カ
レ
ル
は
人
間
こ
の
未
知
な
る
も
の
の
中
に
人
は
川
の
よ

う
に
変
っ
て
変
ら
な
い
崖
の
凶
“
○
冑
尉
昌
》
旨
四
国
．
弓
冨
ご
ロ
百
○
尋
ロ

尭
匡
蔚
昏
①
Ｈ
茸
角
〕
弓
①
冑
①
ケ
○
号
９
画
ロ
鴨
画
目
色
篇
Ｈ
ｇ
臼
昂
旨
の
①
．

》
》

と
い
っ
て
い
る
。
芭
蕉
と
カ
レ
ル
は
全
く
同
じ
境
地
に
立
っ
て
い

る
。
両
者
が
三
百
年
の
時
空
と
個
性
と
文
化
の
ね
ら
い
は
ち
が
い
な

が
ら
、
ゆ
く
り
な
く
も
Ⅲ
じ
境
地
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
、
真
実
を

表
呪
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
私
は
お
ど
ろ
き
と
喜

び
と
尊
敬
の
念
を
も
つ
。

生
き
て
い
る
人
間
は
か
か
る
状
態
に
あ
る
と
い
う
の
が
真
実
で
あ

る
。
私
ど
も
は
矛
盾
の
真
只
中
に
あ
る
。
文
化
の
創
造
に
よ
り
伝
統

は
生
か
さ
れ
る
。
呪
在
と
思
う
と
き
す
で
に
過
去
と
な
り
、
未
来
と

思
う
う
ち
に
呪
在
と
な
る
か
ら
、
呪
実
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
。
文
化

の
創
造
は
生
命
体
験
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
が
、
生
命
体
験
の
光
景
は

と
ら
え
る
こ
と
も
衣
呪
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
こ
に
人
川
は
真

に
生
き
る
。

文
化
は
創
造
し
た
と
き
伝
統
と
な
り
、
そ
の
伝
統
は
新
ら
し
い
創

造
に
と
り
入
れ
ら
れ
無
限
に
発
腱
す
る
。
こ
上
に
朧
史
的
人
川
が
あ

り
、
彼
が
歴
史
を
刺
造
す
る
。
（
Ⅱ
大
・
生
理
）

切
手
で
見
る
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
史

I

｜
（
！

｜

｜

’
占

川

明
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第
二
部
、
第
二
幕
ワ
ー
グ
ネ
ル
博
士
の
実
験
室
の
場
面
は
、
人
造

人
間
（
国
○
日
ロ
ロ
。
巳
匡
い
）
成
功
の
場
面
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
現
代
医

学
に
於
け
る
人
工
授
精
や
更
に
は
試
験
管
内
受
精
卵
培
養
を
予
言
し

た
も
の
と
も
考
え
得
よ
う
。

第
一
部
、
献
詞
、
附
幕
の
前
戯
の
場
面
に
毒
①
富
国
と
い
う
譜
が

用
い
ら
れ
て
お
り
、
←
」
れ
を
Ｈ
本
の
文
学
荷
等
は
「
洲
」
と
か
或
は

「
悲
し
み
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
私
は
こ
れ
を
際
学
用
語
「
肺
痛
」

と
訳
す
る
の
が
ゲ
ー
テ
の
真
意
を
伝
え
る
の
に
適
当
で
あ
る
と
思

う
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
解
説
し
度
い
。
又
、
現
今
の
宇
禰
旅
行
を

ゲ
ー
テ
は
既
に
予
言
し
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
詩
篇
の
所
々
に
宇
宙
へ
の

飛
翔
の
事
を
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
他
、
醗
酵
、
ペ
ス
ト
、
睡
眠
薬
等
の
語
が
用
い
ら
れ
、
ゲ

ー
テ
の
医
学
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
が
窺
わ
れ
る
と
共
に
医
道
に
関

し
て
も
一
見
識
を
持
っ
て
い
た
事
は
現
代
医
学
上
か
ら
観
て
興
味
深

く
且
教
え
ら
れ
る
所
が
多
い
。
（
大
阪
市
大
・
産
婦
人
科
）

う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
、
ご

関
心
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

る
。
ゲ
ー
テ
が
こ
の
医
学
用
語
を
敢
え
て
用
い
た
の
は
単
な
る
興
味

か
ら
で
は
な
く
、
奇
形
に
対
す
る
彼
の
深
い
関
心
か
ら
で
あ
る
。

第
一
部
、
第
一
幕
、
仮
装
舞
踏
会
の
場
面
に
捕
風
や
外
科
医
と
い

う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
、
ゲ
ー
テ
が
こ
れ
ら
の
事
に
特
別
な

医
学
と
は
、
科
学
に
川
と
り
個
人
及
び
人
類
の
疾
蛎
と
健
康
の
諸

機
構
諸
原
因
（
雌
礎
医
学
）
帷
び
に
診
断
治
擦
予
防
法
（
臨
床
応
川
咲
学
）

を
探
究
探
知
し
（
以
上
「
学
」
、
狭
施
の
医
学
）
、
実
地
修
練
に
よ
り

そ
れ
ら
の
技
術
を
刊
得
し
（
以
上
「
術
」
）
、
以
て
疾
瓶
を
除
去
し
健

康
を
埆
進
し
福
祉
の
向
上
を
岡
り
（
以
上
「
行
」
）
、
こ
れ
ら
の
実
行

に
当
た
り
医
道
（
に
愛
）
を
以
て
完
き
を
期
す
る
、
学
問
で
あ
る
。

医
学
史
と
は
、
医
学
が
一
元
共
通
性
で
あ
る
と
い
う
線
に
禍
う
て

自
然
界
人
間
界
に
現
わ
れ
た
医
学
の
事
跡
を
研
究
し
こ
れ
ら
を
記
録

し
、
以
て
過
去
と
現
在
さ
ら
に
未
来
を
も
結
ぶ
実
理
法
則
を
知
り
、

研
究
及
び
診
療
に
お
い
て
依
拠
史
料
と
な
り
指
針
と
な
り
得
る
も
の

医
学
本
体
の
歴
史
で
あ
る
。

私
は
、
医
学
と
医
学
史
と
に
対
し
右
の
如
く
定
義
し
た
。
こ
れ
は

多
年
医
学
史
の
研
究
に
従
事
し
た
自
分
の
考
え
の
決
算
的
一
成
果
で

一
元
的
体
系
に
よ
る
医
学
史
研
究
、
東
西

医
学
一
元
論

I

口
三

木

栄
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報
告
者
は
一
九
六
四
年
九
月
七
日
か
ら
十
二
Ｈ
ま
で
ス
イ
ス
の
バ

ー
ゼ
大
学
で
開
か
れ
た
何
学
会
に
日
本
医
史
学
の
会
員
と
し
て
川
席

し
て
、
「
日
本
に
お
け
る
刺
青
の
医
史
学
的
経
過
に
つ
い
て
」
満
演

す
る
機
会
を
得
て
、
無
事
大
役
を
果
た
し
て
昨
年
の
秋
帰
田
し
た
。

そ
こ
で
、
同
学
会
で
得
た
印
象
な
ど
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

ま
づ
同
学
会
で
採
り
あ
げ
た
主
題
は

①
ぐ
閂
農
扁
と
そ
の
時
代

②
医
療
の
史
的
変
遷

③
ス
イ
ス
は
医
史
学
に
如
何
に
貢
献
し
て
来
た
か
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
主
題
の
い
づ
れ
に
も
属
し
な
い
題
目
を
一
括
し
て

④
自
由
課
題
に
分
類
し
て
、
研
究
発
表
が
活
溌
に
行
わ
れ
た

あ
る
．
元
的
体
系
に
よ
る
医
学
史
研
究
・
東
西
医
学
一
元
論
」
か

ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
は
近
く
出
版
公
表
の
予
定
で

あ
る
が
、
前
以
て
諸
賢
に
提
示
し
批
判
叱
正
を
得
た
い
と
思
う
の
で

あ
る
。
（
大
阪
・
堺
市
・
内
科
）

第
十
九
回
国
際
医
史
学
会
の
報
告

I

I
I

１
１

口大
矢
全
節 I

参
列
者
た
ち
は
、
同
大
学
附
属
図
耆
館
で
十
六
仙
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
医
学
に
関
す
る
資
料
展
を
観
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
バ
ー
ゼ
ル
博

物
館
に
保
存
さ
れ
て
あ
る
薬
学
史
料
展
を
訪
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
の

収
穫
で
あ
っ
た
。

学
会
は
主
題
３
部
門
の
発
表
に
は
同
大
学
の
大
溝
堂
で
多
数
の

会
員
を
集
め
て
行
わ
れ
た
が
、
自
由
課
題
の
発
表
は
幾
つ
か
の
小
講

堂
に
分
散
し
て
特
別
の
関
係
会
員
の
小
グ
ル
ー
プ
の
集
会
の
形
式
で

発
表
さ
れ
た
が
、
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語

ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
い
る
と
り
ど
り
の
各
川
の
こ
と
ば
で
話
さ
れ
、
国

際
学
会
な
ら
で
は
味
え
得
な
い
こ
と
ば
の
問
題
が
捕
感
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
講
演
の
詳
し
い
内
容
は
ス
イ
ス
の
図
書
出
版
社
で
あ
る

妙
嗣
騨
晶
閂
少
．
⑦
‐
か
ら
、
近
い
う
ち
に
一
括
し
て
一
冊
の
書
物
と

し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
機
会
に
国
際
医
史
学
会
の
改
選
が
行
わ
れ
て
、
主
な
る
役
員

は
次
の
如
く
決
定
し
た
。

会
長
言
青
庸
厨
篇
目
閏

刑
会
長
シ
鼻
農
〉
勺
闇
園
目
騨
且
国
凰
の
ｑ

常
任
幹
事
の
○
且
閂
ぐ
○
国

幹
事
己
匡
冒

会
計
四
日
○
口

(21)



》
」
れ
は
、
製
作
者
今
市
が
、
昭
和
十
一
年
以
来
、
お
り
に
ふ
れ
て

収
集
し
た
日
本
の
疾
学
の
領
野
を
巾
心
と
し
て
、
関
連
諸
科
学
・
技

術
に
わ
た
り
そ
の
年
々
に
生
起
し
た
史
的
聯
象
の
経
年
的
な
累
積
で

あ
っ
て
、
私
案
の
域
か
ら
一
歩
も
出
る
も
の
で
な
い
。

い
ま
、
そ
の
一
部
分
を
取
捨
し
て
、
清
覧
に
供
す
る
も
の
で
あ

る
。
故
笠
原
和
賀
江
に
協
力
を
求
め
、
死
後
、
米
田
烈
子
が
史
料
の

収
集
に
あ
た
っ
た
。
（
徳
島
・
放
射
線
嵯
学
）

な
お
、
次
阿
、
第
二
十
回
国
際
腱
史
学
会
の
開
催
地
お
よ
び
期
日

は
追
っ
て
発
表
の
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
（
京
都
国
立
嫡
院
）

日
本
医
学
放
射
線
科
学
・
技
術
史
年
表

I

｜
’

1,'"

米笠今

田原市

和

賀賀IF

F

h

P

子江義

（22）



醗鼠、墨通園虹，

（24）
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漢方処方の近代化
常用漢方処方のエキス化(散・錠)に成功／

古方・後世方の瀧方処方で、現在、医家の常用

されるものは、ほとんど製造発売しています。

小太郎漢方エキス剤は

■従来、煎向ﾘとして投ﾉ了していた瀧ﾉ処方を、当社研究所にて真填技術

による製斤ll化を|Ⅱ'だし、脱水屹燥して粉末および錠剤としたものです。

■陥介ﾉﾋ薬をオートクレーブによりlllllllし、含有成分のすべてと揮発し

やすい幟''1成分を充全回収し、真窮減圧‘|吃燥法を行なったものです。

■原料ﾉﾋ菜のIIIII1質↑'"uおよび製造工稀↑y"mは、当社研究所のスタッフに

より厳亜になされております。

■漢方エキス剤は一般紫,WIと同様に、そのまま分包し、投与することが

できます。

■漢方エキス剤の有効成分は、附に一定に保たれております。従来、渡

方莱をご使H1なき医家も、簡iifに安心してご使用願えます。

･1 1 1 1Ⅱ1 1【1 1 1 1 1 1 1Ⅱ1 1 1 1 1『』1 1Ⅱl l l I l l I l l IⅡI l I 9 l I I l l III I I II l l I l l IIⅡ I I I I I I 1 1 1ⅡI I lI I l I I IⅡ1 1 1Ⅱ I LI I I ⅡⅡI I I I E1 IⅡ1 I I U I Ⅱ 1 1 ⅡⅡH 1ⅡI U I

： 常川量 1回1～49 1n31111

： 医家向薬価 1日分約12円～15円
l l l l l l I l l lII l I 11 1 1 I l lⅡl I I l l I I l l lⅡl l I 1 1 1 I1 1 1Ⅱl l I I l l l l l lⅡl l l l l I I I I l II l I I I l I l I I II l I I l I I I l I II l l l l l I I I Ill l I I I I I I l II I l l l l I l l Il
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小太郎漢方製薬株式会社

本社大阪市束区道修町TEL(203)-0084
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